
様式第 3号（4条関係） 

 

会   議   録 

 

1 附属機関等の会議の名称 

   平成 29年度 第 1回 図書館協議会 

 

2 開催日時 

   平成 28年 6月 13 日（火） 午後 7時から午後 8時 30 分まで 

 

3 開催場所 

   松川町資料館 視聴覚室 

 

4 出席者氏名 

   図書館協議会委員 

    熊谷宗明委員長、坂本勇治副委員長 

    下井早苗委員、熊谷貴浩委員、山田裕一委員、中繁彦委員 

田中ふじえ委員、木村佳稔委員、森下励子委員、宮下千波委員 

林直子委員、大澤ユリ子委員、平島友佳委員 

   事務局 

    高坂敏昭図書館長、小木曽雅彦生涯学習課長、望月貴生文教施設係長、吉野愛那主任 

 

5 議題（公開又は非公開の別） 

（1） 平成 28 年度 統計報告について 

（2） 平成 29 年度 事業計画について 

 

6 非公開の理由（会議を非公開とした場合） 

   － 

 

7 傍聴人の人数 

   0 人 

 

8 会議資料の名称 

・ 図書館協議会次第 

・ 図書館協議会委員名簿・職員および図書部員名簿 

・ 平成 28 年度 松川町図書館統計 4種 

・ 平成 29 年度 事業計画 

・ 南信州図書館ネットワーク更新後の追加機能 



 

9 審議の概要 

1 開会 

2 図書館長挨拶 

3 委員長挨拶 

4 協議事項（会議内容） 

【説明】 

（1） 平成 28 年度 統計報告について 

資料「平成 28年度 松川町図書館統計 4 種」に基づき、事務局より説明。 

（2） 平成 29 年度 事業計画について 

資料「平成 28 年度 事業計画」・「南信州図書館ネットワーク更新後の追加機能」に基

づき、事務局より説明。 

    【質疑】 

1．読書手帳について 

（委員） 

・シールを発行する手間が増えるため、カウンター業務が忙しくならないか。 

・良い制度だと思うが、職員の負担増が心配である。 

・カウンターが混雑しないか。 

・履歴を重ねることは大切。記録はいいと思う。 

（事務局） 

・レシートを発行する手間と同様と考えており、そこまで負担にはならないと考えてい

る。手間は増えるが、読書推進につながると考えていただきたい。 

・今年度から職員も増えており、業務も分散される見込みである。 

・やりながら様子を見ていきたい。 

 

      2．蔵書、特集コーナーについて 

（委員） 

・蔵書について、良い資料が揃っている。 

・旬の話題に触れた特集など、非常に良い。 

 

3．紛失本について 

（委員） 

・松川町図書館では、紛失本はあるか。 

・セキュリティー強化も視野に入れてはどうか。 

（事務局） 

・特定のジャンルに紛失本が多い。 

・費用面の問題もあるが、利用者のモラル向上を願いたい。 

       



      4．絵本の読み聞かせについて 

（委員） 

・幼少期の読み聞かせが、大きくなってからの読書習慣に影響してくる。 

・保育園によって読み聞かせにばらつきがあり、小学校での読み聞かせでその差を感じる。 

・読み聞かせについてチラシを配ってみるなどの仕掛けが必要ではないか。 

（事務局） 

・図書館としてもブックスタート等行っているが、保育園や小中学校などと連携しながら

進めていきたい。 

 

      5．その他 

（委員） 

・良い講座を多数行っているが、参加者が少ないことが残念。もう少しＰＲしても良いと

思う。 

・ＷｅｂＯＰＡＣの普及がイマイチだと思う。読書手帳等にＱＲコードを印刷するなどし

て普及を図っていきたい。 

 

5 閉会 


